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画
竜
点
睛

　
歴
代
名
画
記

病
入
膏
肓

　
春
秋
左
氏
伝

杞
憂

　
列
子

塞
翁
馬

　
淮
南
子

呉
越
同
舟

　
孫
子

学
び
を
広
げ
る 

故
事
を
た
ず
ね
る

単
元
設
定
の
ね
ら
い

「
古
典
探
究
」
漢
文
編
の
導
入
と
し
て
、
訓
読
に
慣
れ
、
話
の
展
開
や
文
章
全
体
を

的
確
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
故
事
成
語
」
の
単
元
を
設
け
た
。
各
教
材
は
、

短
い
文
章
な
が
ら
句
法
・
語
法
な
ど
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
漢
文
特
有
の
世
界
の
捉
え

方
・
考
え
方
も
含
ん
で
い
る
。
注
や
辞
書
を
活
用
し
、
適
宜
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
読

み
進
め
る
こ
と
で
、
漢
文
の
読
み
方
を
定
着
さ
せ
た
い
。

「
画
竜
点
睛
」
は
現
代
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
の
も
と
と
な
っ

た
話
で
あ
り
、
漢
文
世
界
へ
の
入
り
口
と
し
て
配
置
し
た
。

「
病
入
膏
肓
」
は
、
生
徒
に
と
っ
て
聞
き
慣
れ
な
い
故
事
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢

文
の
学
習
に
よ
っ
て
新
し
い
表
現
を
身
に
つ
け
、
知
識
を
増
や
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

「
杞
憂
」
は
、
現
代
で
も
日
常
的
に
使
わ
れ
る
言
葉
の
由
来
を
知
る
と
と
も
に
、
あ

る
程
度
長
さ
の
あ
る
漢
文
の
中
で
、
上
中
下
点
や
竪
点
の
返
り
点
・
再
読
文
字
・
句
法

と
い
っ
た
、
漢
文
訓
読
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
塞
翁
馬
」
で
は
、
現
在
に
伝
わ
る
故
事
成
語
の
意
義
や
価
値
に
つ
い
て
考
え
、「
学

び
を
広
げ
る
」
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
呉
越
同
舟
」
は
、
現
代
も
ス
ポ
ー
ツ
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
お
り
、
国

や
時
代
を
超
え
た
漢
文
の
影
響
力
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
学
習
を
ふ
ま
え
、「
学
び
を
広
げ
る
」
で
は
、
生
徒
た
ち
が
語
彙
を
豊
か

に
し
、
各
教
材
や
調
べ
た
故
事
成
語
の
出
典
と
な
っ
た
書
物
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、

漢
文
が
日
本
の
言
語
文
化
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
え
、
今
後
の
学
習
を
進
め
て
い

く
た
め
の
動
機
と
な
る
よ
う
指
導
し
た
い
。

単
元
で
身
に
つ
け
た
い
言
葉
の
力
と
言
語
活
動

໐ 

故
事
の
内
容
を
読
み
取
る

໐ 

故
事
成
語
が
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る

໐ 

言
葉
の
も
つ
奥
行
き
に
つ
い
て
考
え
る

単
元
の
振
り
返
り

໐ 

故
事
の
内
容
を
的
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
か

໐ 

故
事
成
語
が
も
つ
言
葉
の
奥
行
き
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
か

໐ 

故
事
成
語
へ
の
関
心
を
深
め
、
さ
ら
な
る
学
び
へ
の
意
欲
を
も
て
た
か

扉
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単元の目標と評価

教材名　　「画竜点睛」「病入膏肓」「杞憂」「塞翁馬」「呉越同舟」
　　　　　「学びを広げる 故事をたずねる」

１　単元の目標
〔知識及び技能〕⑴ア、⑵ア・ウ〔思考力、判断力、表現力等〕⑴Aア・キ・ク
「学びに向かう力、人間性等」

２　本単元における言語活動
古典の作品に関連のある事柄について様々な資料を調べ、その成果を発表したり報告書などにまとめ
たりする活動。 〔思考力、判断力、表現力等〕⑵Aオ

往来物や漢文の名句・名言などを読み、社会生活に役立つ知識の文例を集め、それらの現代における
意義や価値などについて随筆などにまとめる活動。 〔思考力、判断力、表現力等〕⑵Aキ

３　単元の評価規準

単元名　　　 故事成語
　　　　　　●故事の内容を読み取る
　　　　　　●故事成語が現在どのような意味で使われているのか理解する
　　　　　　●言葉のもつ奥行きについて考える

一

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●古典に用いられている語句の意味
や用法を理解し、古典を読むため
に必要な語句の量を増すことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
ること。（⑴ア）
●古典などを読むことを通して、我
が国の文化の特質や、我が国の文
化と中国など外国の文化との関係
について理解を深めること。（⑵
ア）
●時間の経過による言葉の変化や、
古典が現代の言葉の成り立ちにも
たらした影響について理解を深め
ること。（⑵ウ）

●文章の種類を踏まえて、構成や展
開などを的確に捉えること。（A
ア）

●関心をもった事柄に関連する様々
な古典の作品や文章などを基に、
自分のものの見方、感じ方、考え
方を深めること。（Aキ）
●古典の作品や文章を多面的・多角
的な視点から評価することを通し
て、我が国の言語文化について自
分の考えを広げたり深めたりする
こと。（Aク）

●進んで時間の経過による言葉の変
化や古典が現代の言葉の成り立ち
にもたらした影響について理解を
深め、文章の種類を踏まえて、構
成や展開などを的確に捉えようと
している。
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画
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点
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教科書
p.14～p.15

本
教
科
書
で
は
、
漢
文
編
の
最
初
の
単
元
を
「
一　

故
事
成
語
」
と
し
て
、
五
本
の

教
材
で
構
成
し
て
い
る
。
五
本
と
も
よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
と
と
も
に
、
現
在
も
故

事
成
語
と
し
て
我
々
の
日
常
の
言
葉
に
根
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
故
事
や
逸
話
を

読
む
こ
と
で
、
言
葉
に
関
す
る
知
識
が
豊
か
に
な
り
、
読
解
の
力
が
身
に
つ
く
と
と
も

に
、
人
生
の
知
恵
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
教
材
は
、
中
国
で
最
初
の
本
格
的
な
絵
画
史
論
書
『
歴
代
名
画
記
』
よ
り
、「
画

竜
点
睛
」
の
故
事
を
取
り
あ
げ
た
。
画
の
名
人
で
あ
る
張
僧
繇
が
、
瞳
を
描
き
入
れ
る

と
竜
が
本
物
と
な
っ
て
飛
び
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
画

竜
点
睛
」
と
い
う
成
語
が
生
ま
れ
、
現
代
の
日
本
で
は
多
く
「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
と

い
う
か
た
ち
で
、「
大
事
な
最
後
の
仕
上
げ
が
不
十
分
だ
」と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

本
単
元
の
話
を
読
み
な
が
ら
、
現
在
に
も
伝
わ
る
中
国
の
古
典
の
世
界
に
関
心
を
も

た
せ
、
漢
文
の
お
も
し
ろ
さ
に
興
味
を
抱
か
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

主
な
学
習
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
て
き
た
訓
読
の
方
法
を
確
認
す
る
。

・
繰
り
返
し
音
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
文
独
特
の
リ
ズ
ム
に
な
じ
む
。

・
文
章
に
即
し
て
話
の
内
容
を
把
握
し
、
登
場
人
物
の
人
物
像
に
つ
い
て
考
え
る
。

・
故
事
成
語
の
由
来
と
意
味
、
現
在
で
の
用
い
ら
れ
方
を
理
解
す
る
。

教
材
採
録
の
意
図

1

❶ 

書
名

歴
代
名
画
記
（
れ
き
だ
い
め
い
が
き
）

唐
の
張
ち
ょ
う

彦げ
ん

遠え
ん

の
著
。
唐
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
画
論
・
画
史
を
集
大
成
し
、
自
己
の
見

解
を
付
し
た
中
国
で
最
初
の
本
格
的
な
絵
画
史
論
書
。
十
巻
。

十
巻
の
う
ち
、
は
じ
め
の
三
巻
は
、
絵
画
の
源
流
と
効
用
、
書
と
画
と
の
関
係
、
絵

画
の
六
法
、
山
水
・
樹
石
の
描
法
と
そ
の
変
遷
、
名
家
の
用
筆
の
相
違
な
ど
か
ら
、
価

格
、
鑑
識
、
印
記
、
表
装
、
仏
寺
道
観
の
壁
画
な
ど
に
い
た
る
該
博
な
知
見
を
披
瀝
し

た
画
論
。
第
四
巻
〜
十
巻
は
、
上
代
か
ら
唐
の
会
昌
元
年
（
八
四
一
年
）
ま
で
の
画
家
、

三
百
七
十
余
人
の
伝
記
や
逸
事
を
収
録
し
批
評
し
た
作
家
論
と
な
っ
て
い
る
。

作
品
の
概
要

2
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❷ 

編
者

張
彦
遠
（
ち
ょ
う
げ
ん
え
ん
）

生
没
年
未
詳
。
唐
代
末
期
の
書
家
・
画
家
。
字
は
愛あ
い

賓ひ
ん

。
河
東
（
山
西
省
永
済
県
）

の
人
。

玄
宗
朝
に
高
祖
父
か
ら
祖
父
ま
で
三
代
に
わ
た
っ
て
宰
相
を
出
し
た
当
時
屈
指
の
名

門
の
出
身
で
あ
る
が
、
彦
遠
自
身
は
、
大
理
寺
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

張
家
は
代
々
書
画
の
名
品
を
収
集
し
、
祖
父
の
頃
に
は
、
家
蔵
の
書
画
は
宮
中
の
所

蔵
に
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
た
が
、
家
運
が
衰
微
し
、
彦
遠
が
幼
少
の
頃
に
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
散
失
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
家
風
に
影
響
さ
れ
て
、
書
画
を
よ
く

し
、
名
品
の
収
集
に
努
め
、
大
い
に
鑑
識
眼
を
養
っ
た
。
画
に
お
い
て
は
『
歴
代
名
画

記
』
十
巻
、
書
に
お
い
て
は
『
法
書
要
録
』
十
巻
を
著
し
た
。
こ
の
両
書
に
よ
っ
て
、

彦
遠
は
唐
代
を
代
表
す
る
著
名
な
美
術
批
評
家
に
な
っ
た
。

❸ 

出
典

小
野
勝
年
『
歴
代
名
画
記
』（
一
九
三
八
年
、
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。

〔
原
典
と
の
異
同
〕

・「
呉
中
人
也
。」（
14
・
１
）の
後
に「
天
監
中
。為
武
陵
王
國
侍
郎
。…
…
呉
興
太
守
。」

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

・「
多
命
僧
繇
画
之
。」（
14
・
２
）
の
後
に
、「
時
諸
王
在
外
。
…
…
乃
不
令
毀
拆
。
又
」

が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
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❶ 
評
価
規
準

学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

3知
識
・
技
能

古
典
に
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
の
意
味
や
用
法
を
理
解
し
、
古
典
を
読
む
た
め
に
必
要
な
語
句
の
量
を
増
す
こ
と
を
通
し
て
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
す

る
こ
と
。（
⑴
ア
）

知
識
・
技
能

古
典
な
ど
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、我
が
国
の
文
化
の
特
質
や
、我
が
国
の
文
化
と
中
国
な
ど
外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。（
⑵
ア
）

知
識
・
技
能

時
間
の
経
過
に
よ
る
言
葉
の
変
化
や
、
古
典
が
現
代
の
言
葉
の
成
り
立
ち
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。（
⑵
ウ
）

思
考
・
判
断
・
表
現

文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
構
成
や
展
開
な
ど
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
。（
Ａ
ア
）

思
考
・
判
断
・
表
現

関
心
を
も
っ
た
事
柄
に
関
連
す
る
様
々
な
古
典
の
作
品
や
文
章
な
ど
を
基
に
、
自
分
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
深
め
る
こ
と
。（
Ａ
キ
）

思
考
・
判
断
・
表
現

古
典
の
作
品
や
文
章
を
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る

こ
と
。（
Ａ
ク
）

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

進
ん
で
時
間
の
経
過
に
よ
る
言
葉
の
変
化
や
古
典
が
現
代
の
言
葉
の
成
り
立
ち
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
構

成
や
展
開
な
ど
を
的
確
に
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

❷ 

学
習
指
導
の
展
開
例 
﹇
１
時
間
を
想
定
﹈

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

画竜点睛

導
入

◆
学
習
目
標
を
確
認
し
、
学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。

１　

範
読
し
、
指
名
読
み
を
す
る
。

 ●
生
徒
に
目
で
追
わ
せ
る
か
た
ち
で
ゆ
っ
く
り
と
範
読
し
た
あ
と
、

生
徒
に
音
読
さ
せ
て
漢
文
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ
さ
せ
る
。

展
開

２　

重
要
な
句
法
、
単
語
を
確
認
す
る
。

３　

張
僧
繇
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、
話
し
合
う
。 

課
題
一

 ●
使
役
の
句
法
や
「
即
」「
以
為
」「
見
」
な
ど
の
読
み
方
と
意
味
を

確
認
さ
せ
る
。「
即
」
に
つ
い
て
は
、
他
に
「
す
な
は
チ
」
と
読

む
字
と
の
意
味
の
違
い
を
確
か
め
さ
せ
る
。 

語
句
と
表
現
一

 ●
張
僧
繇
に
つ
い
て
本
文
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
箇
条
書
き
で
書
き
出

さ
せ
、
そ
こ
か
ら
性
格
や
人
柄
、
考
え
方
な
ど
を
想
像
さ
せ
る
。

画竜点睛
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ま
と
め

４　
「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
、

調
べ
る
。 

語
句
と
表
現
二

◆
学
習
目
標
を
も
う
一
度
確
認
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
。

 ●
本
文
の
内
容
か
ら
類
推
さ
せ
た
あ
と
、
辞
書
で
確
か
め
さ
せ
、
例

文
を
作
っ
て
発
表
さ
せ
る
。

教材に即した
評価の実際

知
識
・
技
能

⑴
ア

　

評
価
の
実
際
▼
「
即
」
と
同
じ
読
み
の
字
を
探
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈

知
識
・
技
能

⑵
ア

　

評
価
の
実
際
▼
中
国
の
故
事
で
あ
る
「
画
竜
点
睛
」
が
、
現
代
の
日
本
の
生
活
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。﹇
行
動
の
観
察
﹈

知
識
・
技
能

⑵
ウ

　

評
価
の
実
際
▼
中
国
の
故
事
で
あ
る
「
画
竜
点
睛
」
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
独
自
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈

思
考
・
判
断
・
表
現

Ａ
ア

　

評
価
の
実
際
▼
本
文
の
展
開
を
読
み
取
り
、
張
僧
繇
の
人
物
像
を
捉
え
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈

思
考
・
判
断
・
表
現

Ａ
キ

　

評
価
の
実
際
▼
「
画
竜
点
睛
」
が
現
代
の
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
調
べ
、
中
国
の
言
語
文
化
が
現
代
の
日
本
の
言
語
文
化
に
与
え
て
い
る
影
響

に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
る
。﹇
行
動
の
観
察
﹈

思
考
・
判
断
・
表
現

Ａ
ク

　

評
価
の
実
際
▼
「
画
竜
点
睛
」
が
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
、
も
と
に
な
っ
た
故
事
と
比
較
し
、
日
本
の
言
語
文
化
に
つ
い
て
自
分

の
考
え
を
深
め
て
い
る
。﹇
行
動
の
観
察
﹈

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度　

　

評
価
の
実
際
▼
進
ん
で
中
国
の
故
事
で
あ
る
「
画
竜
点
睛
」
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
て
独
自
の
意
味
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
本
文
の
展
開
を
読
み
取
り
、
張
僧
繇
の
人
物
像
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈
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❷ 

書
き
下
し
文
と
口
語
訳

❶ 
大
意 教

材
の
解
説

4
　

有
名
な
画
家
で
あ
る
張
僧
繇
は
、
武
帝
の
命
を
受
け
て
安
楽
寺
の
壁
に
四
匹
の
竜
を
描
い
た
が
、
そ
の
竜
に
は
瞳
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
僧
繇
は
、「
瞳
を
描
き
入
れ
る
と
竜

が
飛
び
去
る
か
ら
入
れ
な
い
の
だ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
人
々
は
そ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
。
強
く
頼
ん
で
瞳
を
描
き
入
れ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
僧
繇
の
言
葉
ど
お
り
に
、
竜
が
壁
か
ら

躍
り
出
て
、
天
に
昇
っ
て
し
ま
っ
た
。

 

❶ 

張 

僧 

繇ハ

、 呉 

中ノ 

人 
也
。

❷ 

武 

帝 

崇 

飾シ
テ

 

仏 

寺ヲ

、 多ク 

命ジ
テ

 
僧 

繇ニ 

画カ
シ
ム

 

之ニ

。

❸ 

金 

陵ノ 

安 

楽 

寺ノ 

四 

白 

竜ハ 

不 

点ゼ 

眼 

睛ヲ

。

❹ 

毎ニ 

曰ハ
ク、 点ゼ
バ

 

睛ヲ

、 即チ 

飛ビ 

去ラ
ン
ト。

❺ 

人 

以テ 

為シ 

妄 

誕ト

、 固ク 

請フ 

点 

之ヲ

。

❻ 

須 

臾ニ
シ
テ

 

雷 

電 

破リ 

壁ヲ

、 両 

竜 

乗リ 

二

－

一

二

一

レ

レ

二

一

レ二

一

レ  

ゼ
ン

 

コ
ト
ヲレ

レ

レ

　

❶
張ち

や
う

僧そ
う

繇え
う

は
、
呉ご

中ち
ゆ
う

の
人ひ

と

な
り
。

❷
武ぶ

帝て
い

仏ぶ
つ

寺じ

を
崇す

う

飾し
よ
く

し
て
、
多お

ほ

く
僧そ

う

繇え
う

に
命め

い

じ
て
之こ

れ

に
画ゑ

が

か
し
む
。

❸
金き

ん

陵り
よ
う

の
安あ

ん

楽ら
く

寺じ

の
四し

白は
く

竜り
ゆ
う

は
眼が

ん

睛せ
い

を
点て

ん

ぜ

ず
。

❹
毎つ

ね

に
曰い

は
く
、「
睛ひ

と
み

を
点て

ん

ぜ
ば
、
即す

な
は

ち
飛と

び
去さ

ら
ん
。」
と
。

❺
人ひ

と

以も
つ

て
妄ま

う

誕た
ん

と
為な

し
、
固か

た

く
之こ

れ

を
点て

ん

ぜ
ん

こ
と
を
請こ

ふ
。

❻
須し

ゆ

臾ゆ

に
し
て
雷ら

い

電で
ん

壁か
べ

を
破や

ぶ

り
、
両り

や
う

竜り
ゆ
う

雲く
も

に
　

❶
張
僧
繇
は
、
呉
中
の
人
で
あ
る
。

❷
（
梁
の
）
武
帝
は
仏
教
寺
院
を
立
派
に
装
飾
し
、
多
く

の
場
合
は
僧
繇
に
命
じ
て
こ
れ
（
＝
寺
院
の
壁
）
に
（
絵

を
）
描
か
せ
て
い
た
。

❸
（
僧
繇
は
、）
金
陵
の
安
楽
寺
の
（
壁
に
描
い
た
）
四

匹
の
白
竜
（
の
絵
）
に
は
瞳
を
描
き
入
れ
な
か
っ
た
。

❹
（
そ
し
て
僧
繇
が
）
い
つ
も
言
う
に
は
、「（
竜
に
）
瞳

を
描
き
入
れ
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。」
と
。

❺
人
々
は
（
そ
れ
を
）
で
た
ら
め
だ
と
思
い
、
強
く
こ

れ
（
＝
瞳
）
を
描
き
入
れ
る
こ
と
を
求
め
た
。

❻
（
僧
繇
が
瞳
を
描
き
入
れ
る
と
）
た
ち
ま
ち
雷
が
（
起

画竜点睛
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雲ニ

、 騰 

去シ
テ

 

上ル 

天ニ

。

❼ 

二 

竜ノ 

未ダ 

点ゼ 

眼ヲ 

者ハ 

見ニ 

在リ

。

 

（
歴
代
名
画
記
）　

レ

 　

ル
レ

レ

乗の

り
、
騰と

う

去き
よ

し
て
天て

ん

に
上の

ぼ

る
。

❼
二に

竜り
ゆ
う

の
未い

ま

だ
眼ひ

と
み

を
点て

ん

ぜ
ざ
る
者も

の

は
見げ

ん

に
在あ

り
。

こ
っ
て
）
壁
を
突
き
破
り
、
二
匹
の
竜
は
雲
に
乗
っ
て
、

勢
い
よ
く
飛
び
去
り
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
。

❼
（
残
り
の
）
二
匹
の
竜
で
ま
だ
瞳
を
入
れ
な
い
も
の
は

現
在
も
（
安
楽
寺
の
壁
に
）
残
っ
て
い
る
。
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❹ 

語
句
・
文
脈
の
解
説
／
脚
問
・
発
問

14
ペ
ー
ジ

題名 

画
竜
点
睛　
絵
画
や
文
章
な
ど
の
要
所
に
一
筆
加
え
る
こ
と
で
、
全
体
が
引
き
立
つ

こ
と
。
ま
た
、
最
後
に
肝
心
な
一
点
を
加
え
て
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
。
物
事
の
最
後

に
行
う
大
事
な
仕
上
げ
。
ふ
つ
う
「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
物

事
が
総
体
的
に
完
成
し
て
い
て
も
、
最
後
の
大
切
な
一
点
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。「
画
竜
（
ぐ
わ
り
よ
う
）」
は
「
画
竜
（
ぐ
わ
り
ゆ
う
）」
と
も
い
う
。

1 

張
僧
繇　
﹇
生
没
年
未
詳
。
南
北
朝
時
代
の
梁
の
画
家
。﹈
将
軍
で
あ
り
、
政
治
家
で

も
あ
り
、
僧
で
も
あ
っ
た
。
武
帝
の
命
を
受
け
て
、
仏
寺
に
多
く
の
壁
画
を
描
き
、

仏
画
・
人
物
画
に
優
れ
て
い
た
。
人
物
画
で
は
、
晋
の
顧こ

愷が
い

之し

、
劉
宋
の
陸り
く

探た
ん

微び

と

並
ん
で
三
大
家
と
称
さ
れ
た
。『
歴
代
名
画
記
』
で
は
、
当
時
の
画
家
の
中
で
、「
上

品
の
中
」
と
い
う
大
変
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

1 

武
帝　
﹇
在
位
五
〇
二
年
〜
五
四
九
年
。
梁
の
初
代
皇
帝
。
姓
は
簫し

ょ
う、

名
は
衍え

ん

。﹈
治

世
の
前
半
に
は
、
文
治
主
義
的
施
策
に
よ
っ
て
学
術
文
化
の
振
興
を
図
り
、
六
朝
貴

族
文
化
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
。
し
か
し
中
頃
か
ら
、
そ
の
政
治
は
次
第
に
放
縦
に

な
り
、
仏
教
に
溺
れ
て
莫
大
な
財
を
投
じ
、
国
家
財
政
を
破
綻
さ
せ
た
。
そ
し
て
末

年
に
は
、
反
乱
に
あ
い
、
幽
閉
さ
れ
た
ま
ま
憤
死
し
た
。

1 

崇
飾　
﹇
立
派
に
装
飾
す
る
。﹈「
崇
」
は
、
も
と
も
と
「
た
っ
と
ぶ
」
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、「
立
派
に
」「
盛
ん
に
」
の
意
味
。

1 

命
僧
繇
画
之　
僧
繇
に
命
じ
て
こ
れ
（
寺
院
の
壁
）
に
（
絵
を
）
描
か
せ
て
い
た
。

「
命
」
は
使
役
を
表
す
。「
之
」
は
、
こ
こ
で
は
寺
院
の
壁
を
指
す
。

命ジ
テ

 
Aニ 

B（
セ
）シ
ム　　

A
に
命
令
し
て
B
さ
せ
る
。﹇
使
役
﹈

2 

安
楽
寺　
東
晋
時
代
に
創
建
さ
れ
た
寺
院
。
梁
の
時
代
に
は
崇
麗
な
伽
藍
に
な
っ
た

と
い
う
。

2 

四
白
竜　
四
匹
の
白
い
竜
。「
白
竜
」
は
天
帝
の
使
者
と
さ
れ
た
崇
高
な
も
の
。

二

一

❸ 

展
開
図

●
張
僧
繇
（
呉
中
の
人
）

梁
の
武
帝
…
…
仏
教
寺
院
を
立
派
に
装
飾

　
　
　
　
　
　
↓
僧
繇
に
絵
を
描
か
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
⑴ 

僧
繇
は
、
金
陵
の
安
楽
寺
の
壁
に
四
匹
の
白
竜
の
絵
を
描
く
。

　
　  

し
か
し
瞳
を
描
き
入
れ
な
か
っ
た
。

　
　  

　【
理
由
】

　
　  

　「
竜
に
瞳
を
描
き
入
れ
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
。」
か
ら
。

　
⑵ 

人
々
は
で
た
ら
め
だ
と
思
い
、
瞳
を
描
き
入
れ
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
　  

僧
繇
は
、
二
匹
の
竜
に
瞳
を
描
き
入
れ
る
。

　
　  

　【
結
果
】

　
　  

　
瞳
を
描
き
入
れ
た
二
匹
の
竜
は
、
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
。

　
　  

　
瞳
を
入
れ
な
か
っ
た
二
匹
の
竜
は
、
現
在
も
安
楽
寺
の
壁
に
残
っ
て
い
る
。

状
況

僧
繇
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

画竜点睛
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4 

未
点
眼
者　
ま
だ
瞳
を
描
き
入
れ
て
い
な
い
竜
。「
眼
」
は
、
瞳
。「
未
点
眼
者
」
と

「
二
竜
」
と
は
、
同
格
関
係
で
あ
る
。

5 

見
在　
現
在
も
（
安
楽
寺
の
壁
に
）
残
っ
て
い
る
。「
見
」
は
、「
現
」
と
同
じ
。

＊
見　
【
げ
ん
】
現
存
の
・
今
の

2 

点　
入
れ
る
。
描
く
。
点
を
打
つ
よ
う
に
描
き
入
れ
る
こ
と
。「
点
眼
」
の
「
点
」。

2 

眼
睛　
﹇
瞳
。﹈
目
の
玉
。「
睛
」（
目
偏
）
は
、「
晴
」（
日
偏
）
と
は
別
字
。

2 

毎　
①
ご
と
ニ
、
②
つ
ね
ニ
、
な
ど
の
用
法
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
②
の
用
法
。

3 

即　

た
だ
ち
に
。
す
ぐ
に
。「
即
（
す
な
は
ち
）」
に
は
他
に
、
つ
ま
り
（
判
断
）、

実
に
〜
だ
（
強
調
）
の
意
味
が
あ
る
。

＊
即　
【
す
な
は
チ
】
た
だ
ち
に
・
す
ぐ
に
﹇
連
続
﹈
／
つ
ま
り
﹇
判
断
﹈
／
実
に
〜

だ
﹇
強
調
﹈

3 

人
以
為
妄
誕　
人
々
は
で
た
ら
め
だ
と
思
い
。「
妄
」
も
「
誕
」
も
、
と
も
に
「
う
そ
」

「
で
た
ら
め
」
の
意
。「
誕
」
に
は
「
生
ま
れ
る
」
の
意
味
も
あ
る
。

＊
以
為　
【
も
つ
テ
〜
ト
な
ス
】
〜
と
す
る
・
〜
と
見
な
す

脚問 

「
固
請 

点 

之
。」
の
あ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
か
。

答 

僧
繇
が
、
自
分
の
描
い
た
四
匹
の
竜
の
う
ち
の
二
匹
に
、
瞳
を
描
き
入
れ
た
。

▼ 

ま
ず
は
、「
固
請
点
之
。」
の
部
分
を
し
っ
か
り
と
解
釈
す
る
。「
固
く
」
は
、

再
三
、
強
く
の
意
。「
之
」
は
、「
睛
」
を
指
す
。
ゆ
え
に
、
こ
の
部
分
は
、「
強

く
こ
れ
（
＝
瞳
）
を
描
き
入
れ
る
こ
と
を
求
め
た
。」
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、

人
々
は
僧
繇
に
「
竜
の
瞳
を
入
れ
る
こ
と
」
を
し
つ
こ
く
要
求
し
、「
二
匹
の

竜
は
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、「
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
行
わ
れ
た
」
結
果
「
二
匹
の
竜
は
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
」
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
部
分
が
本
文
に
は
書
い
て
な
い
の
で
、
想
像
し
て
考
え
る
。
つ
ま
り
、
僧

繇
は
人
々
の
懇
願
を
聞
き
入
れ
、
自
分
の
描
い
た
四
匹
の
竜
の
う
ち
の
二
匹
に
、

瞳
を
描
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。

3 

雷
電　
か
み
な
り
と
い
な
ず
ま
。「
雷
」
は
、
雷
の
音
。「
電
」
は
、
そ
の
光
、
稲
光
。

4 

壁　
竜
が
描
か
れ
て
い
る
壁
。

4 

両
竜　
四
匹
の
う
ち
、
瞳
を
描
き
入
れ
た
二
匹
の
竜
。

4 

騰
去　
勢
い
よ
く
飛
び
去
っ
て
い
く
。「
騰
」
は
、
激
し
い
勢
い
で
躍
り
上
が
る
こ
と
。

飛
び
上
が
る
。
飛
び
立
つ
。

レ

レ
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❺ 「
課
題
」
の
解
説

一 
張
僧
繇
は
ど
の
よ
う
な
画
家
で
あ
っ
た
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

①
生
き
生
き
と
し
た
作
品
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
、
神
秘
的
な
力
を
も
つ
天
才
的

な
画
家
で
あ
っ
た
。

②
常
に
本
物
を
意
識
し
た
絵
を
描
く
画
家
で
あ
っ
た
。

③
人
々
か
ら
瞳
を
入
れ
る
こ
と
を
頼
ま
れ
て
も
、
全
部
の
竜
に
瞳
を
入
れ
る
こ
と
を
し

な
い
用
心
深
い
画
家
で
あ
っ
た
。

解
説
解
説

①
②
彼
の
作
品
の
神
秘
性
に
着
目
す
る
。
瞳
を
入
れ
る
こ
と
で
「
本
物
」
の
竜
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
作
品
そ
の
も
の
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
天
才
的
な
作
家
に
宿
る
神
秘
的
な
力
を
伝
え
る
こ
の
種
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
古

今
東
西
を
問
わ
ず
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
最
後
に
一
つ
加
え
る
も
の

と
い
え
ば
、
そ
の
多
く
は
や
は
り
「
瞳
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
張
僧
繇
が
「
本
物
」

を
意
識
し
た
作
品
を
描
く
、
天
才
画
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
さ
え
て
ほ
し
い
。
神
秘

的
な
力
を
も
つ
、
天
才
肌
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

③
短
い
文
章
で
は
あ
る
が
、
行
動
面
か
ら
張
僧
繇
を
み
て
い
く
と
、
性
格
を
読
み
取
れ

る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
四
匹
の
竜
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
う
ち
の
二
匹
に
だ
け

瞳
を
入
れ
た
と
い
う
所
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
二
匹
の
竜
は
壁
に
残
り
、
後
世
に
も

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

張
僧
繇
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
は
せ
、
発
表
し
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
漢
文
に
親
し
み
を
も
つ
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
意
見
を
受

け
入
れ
、
そ
の
根
拠
さ
え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
自
由
に
発
言
さ
せ
た
い
。

❻ 「
語
句
と
表
現
」
の
解
説

一 

「
即
」（
14
・
3
）
以
外
で
「
す
な
は
チ
」
と
読
む
字
を
調
べ
、
意
味
の
違
い
を

ま
と
め
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

①
載
・
斯
…
…
…
ゆ
る
く
上
を
受
け
て
、
そ
こ
で
。
そ
の
ま
ま
。

②
則
…
…
…
…
… 

〜
す
れ
ば
す
な
わ
ち
。
仮
定
や
条
件
を
受
け
入
れ
て
結
果
を
述
べ
る
。

（
主
格
を
う
け
て
）
そ
れ
は
。
前
後
が
「
述
語
」
に
は
さ
ま
れ
る
場
合
、

前
の
句
が
原
因
・
前
提
を
、
後
の
句
が
そ
の
結
果
を
表
す
。「
〜
レ

バ
則
チ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
多
く
、「
レ
バ
則
」
と
呼
ば
れ
る
。

③
即
・
便
…
…
… 

と
り
も
な
お
さ
ず
。
そ
の
ま
ま
。
す
ぐ
に
。
ま
た
「
則
」
と
同
様
に

も
用
い
ら
れ
る
。「
便
」
は
「
即
」
よ
り
や
や
軽
い
。「
即
」
は
、
即

刻
・
即
座
の
「
即
」。

④
乃
・
廼
・
寧
… 

そ
こ
で
。
し
か
る
に
。
か
え
っ
て
。
な
ん
と
ま
あ
。「
乃
」
は
、「
即
」

と
比
べ
て
、
よ
り
意
味
が
重
い
。「
乃
」
は
心
理
的
屈
折
、
抵
抗
感

な
ど
を
経
て
の
接
続
を
表
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

⑤
曾
…
…
…
…
…
「
則
・
乃
」
と
同
じ
。

⑥
輒
…
…
…
…
…
そ
の
た
び
ご
と
に
。
た
や
す
く
。
す
ぐ
に
。

解
説
解
説

①
〜
⑥
ま
で
「
す
な
は
チ
」
と
読
む
字
を
示
し
た
。
中
で
も
、
②
「
則
」・
③
「
即
・

便
」・
④
「
乃
」
は
、
漢
文
を
読
む
際
に
頻
出
す
る
字
で
あ
り
、
内
容
理
解
の
助
け
に

も
な
る
の
で
是
非
覚
え
て
お
き
た
い
。
ま
た
、「
解
答
例
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
す

な
は
チ
」
の
細
か
い
使
い
分
け
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
厳
密
な
も
の
で
は
な
く
、

文
脈
に
よ
っ
て
異
な
る
使
い
方
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
基
本
的
な
意
味
を

し
っ
か
り
と
押
さ
え
た
上
で
、
臨
機
応
変
な
理
解
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

画竜点睛
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故
事
成
語

一

第
一
部

え
る
こ
と
」
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
に
比
べ
、「
画
竜
点
睛
」
は
、「
加
え
る
こ
と
」

を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
後
の
一
筆
が
正
反
対
の
作
用
を
す
る
と

い
う
の
が
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。

❶ 

指
導
者
の
た
め
の
参
考
文
献

 ●
小
野
勝
年
『
歴
代
名
画
記
』（
一
九
三
八
年
、
岩
波
文
庫
）

…
…
『
歴
代
名
画
記
』
の
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
で
あ
る
。

 ●
長
廣
敏
雄
『
歴
代
名
画
記
1
・
2
』（
一
九
七
七
年
、
平
凡
社
）

…
…
『
歴
代
名
画
記
』
の
テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
で
あ
る
。

❷ 

学
習
者
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

 ●
宇
佐
美
文
理
『『
歴
代
名
画
記
』―
―
〈
気
〉
の
芸
術
論
』（
二
〇
一
〇
年
、
岩
波
書
店
）

参
考
文
献

5

二 

「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
、
調

べ
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

だ
い
た
い
よ
く
で
き
て
い
る
が
、
最
後
の
仕
上
げ
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
全
体
が

不
完
全
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

解
説
解
説

「
画
竜
点
睛
」
は
、「
物
事
全
体
を
生
か
す
中
心
」「
物
事
を
完
璧
な
も
の
に
す
る
た

め
の
最
後
の
仕
上
げ
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
よ
く
使
わ
れ
る
「
画
竜
点
睛

を
欠
く
」
と
い
う
言
葉
は
、「
物
事
を
完
璧
な
も
の
に
す
る
た
め
の
最
後
の
仕
上
げ
が

不
十
分
だ
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
と
わ
ざ
の
「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」「
仏
作
っ

て
眼ま
な
こを

入
れ
ず
」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
。

❼ 

読
み
深
め
る
た
め
に                            

「
画
竜
点
睛
」
は
、
天
才
的
な
画
家
の
作
品
に
宿
る
神
秘
的
な
力
を
伝
え
る
逸
話
で

あ
る
。
張
僧
繇
は
当
時
の
優
れ
た
画
家
で
あ
り
、「
画
竜
点
睛
」
の
も
と
に
な
っ
た
話

と
し
て
は
、『
歴
代
名
画
記
』
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、「
画
竜
点
睛
」
が
人
口
に

膾
炙
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、張
僧
繇
の
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
歴

代
名
画
記
』
の
他
に
も
、『
水
衡
記
』『
太
平
広
記
』（
巻
二
百
十
一
）『
宣
和
画
譜
』『
琅

邪
代
酔
篇
』（
巻
十
八
）
そ
の
他
、
多
く
の
書
物
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
画
竜
点
睛
」
は
、「
物
事
全
体
を
生
か
す
中
心
」「
物
事
を
完
璧
な
も
の
に
す
る
た

め
の
最
後
の
仕
上
げ
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
意
味
を
考
え
る
と
同
時
に
思
い

浮
か
ぶ
の
は
、「
蛇
足
」
と
い
う
故
事
成
語
で
あ
ろ
う
。「
蛇
足
」
は
、
余
計
な
も
の
（
蛇

の
足
）
を
書
き
足
し
た
た
め
に
お
酒
が
飲
め
な
か
っ
た
男
の
逸
話
で
あ
り
、
そ
の
故
事

成
語
と
し
て
の
意
味
は
、「
無
駄
な
も
の
」「
余
計
な
も
の
」
で
あ
る
。「
蛇
足
」
が
「
加
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